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要 旨：本 研究 は， ２００１ （平 成 １３） 年よ り開 始 した Ｆ大東 町の 食文 化の 変遷 と注 民の 生渚 の

質 の変 化に 関 する 研 矧 の継 続 研究 で ある。 第一 報 で は， 伝 統 食の 伝 承と 住民 の 意識 に つ

いて の 示唆 を 得て， 第二 報 では， 壮 年期 世 代 の伝 統 食の 伝承 に 関す る 認識 につ い て の示 唆

を 得 た
。

そ こ で
，

本 研 究 で あ る 第 三 報 で は
，

食 生 活 の 変 化 を 明 ら か に す る こ と に よ り， そ

の 変化 の中 に 表現 さ れた 食の 価 値観 と 健 康観 を明 ら かに する こ と を目 的と した。 調査 方 法

は， 年齢 ７５ 歳 から ９０ 歳 （平均 ８１．５ 歳） の女 性 ６名 を 対象に 準構 成的 面接 法を用 い て デー

タ を 収 集 し
，

質 的 分 析 を 行 っ 危
。

そ の 結 果 は 以 下 の 通 り で あ る
。

１） 行 事の 変 化， 員 常 生活 様式 の変 化 な どに より， 食 生濫 だ けで なく 食 を通 じた 人 との 交

流 が 変 化 し た。

２） 自 総自 足 の 生活 か ら食 糧は 何 でも 購 入可 能 な生 活 に変 化 した こと に より， 自 作 の 野菜

に 対す るイ函値 観が高 ま った。
３） 農 作 業の 意 味が， 冒常 の食 を 得る た めの 労働 か ら 健康 にと っ て大 切 な体 を動 か す活 動

や 役割 意識 征 ど精神 的 充足 の 面にま で 広か っ た。

はじめに

生活様式や食生活の変化に伴った生活習憤病

の増力ｏが指摘される申， 目本古来の伝統食の樋

値が屍直されている。 そ じて， 冒本の伝統的な

食 事 内 容 は
，

健 康 に と っ て 優 れ て い る と い わ れ
，

全国的にも伝統食を語り継 ごうという動きがみ

ら れ て い る。
し か し

，
生 活 様 式 の 変 化 に 伴 い

，

冒 々 の 食 事 は 大 き く 変 化 し て き て い る〕
。 そ の

よ う な 近 年 の 傾 向 を 背 景 に， 我 々 は， ２００１ （平

成 １３） 年より，
吠 東概の食文化の変遷と住民

の生濫の質の変化に関する研究」を行ってきた。

第一報２では， 静岡県小笠郡大東町は， 近年

の生活様式の影響を受け 棚ミらも， 伝統的な食

生活習廣をとどめている地域であることから，

伝統食の伝承と住民の意識に焦点をあてた調査

を大東町内の食に関連 した自主グノト ブの女性

を 対 象 に 行 っ た
。

第 二 報３で は
，

伝 統 食 を 伝 承 し て ゆ く に は
，

冒々の食事を作り次世代に伝えていくそ贈」を担

う壮年期植代の伝統食の伝承に関する認識が鍵

となると考え， 伝統食の伝承についての認織と

員常の食卓に取り入れる実態についての調査を

大東町内に勤務する壮年期世代の町民に行った。

そ して
，

上 述 の 研 究 に よ り， 伝 統 食 を 知 っ て

いる人ほど 喰 事は規則正しく食べる ∬イ ンス

タ ント食晶を減らす ∬ 地元の農産物を使うｊと

いう人が多いとの関連が認められ， この結果か

ら， 伝統食を大切にする意識が高まることによ

って， 健康的な食生活への関心が高まること淋

期 待 で き る と 考 え た遥
。

し か し
，

賞 常 の 食 事 を

作り次世代に伝えていく 役割を担う壮年期世代

において，
「伝統食を次担代に伝完たいと思うｊ

と い う 伝 承 の 意 欲 は， ４５．７％ で あ る の に 対 し
，

喉 統食を次世代に伝える機会がある」 という

伝 承 の 機 会 は １６．６％ と 低 か っ た。 ま た，
喉 統

食 を知 り たい と 思う」 と いう 伝承 の 意 欲 は

遂Ｏ．４％ で あ る の に 対 し
，

ｒ伝 統 食 の 調 理 を 教 わ る

機会がある」 という伝承の機会は１０．９％と低か

つ た ５
。

そ こ で
，

本 研 究 で は
，

第 一 報 で 調 査 し た 結 果
，

伝統食を知っている人淋，全体で 軌８％に対 し，

７０ 歳 以 土 で ９２
．
３％６で あ っ た こ と

，
第 二 報 で 調

査した結果， 伝統食は 曙 年者が食べる習贋が

あ る」 比 率 が 高 か っ た７こ と を 基 に
，

老 年 者 を

支橡 に， 半構成的面接を行い， 食生活がどのよ

うに変化 し， あるいは継承されているかをその



体験者から具体的に把握することにより， そこ

に表れた住民の食の個値観と健康観を明 らかに

し た。

Ｉ． 研 究 冒 的

研 究 目 的 は
，

次 の 通 り で あ る
。

１、 食 生 活 の 変 化 に つ い て 具 体 的 に 把 握 し
，

食生活の変化をひきおこした要因を分析する。

２． そ の 結 果 を 踏 ま え て， そ の 変 他 に あ ら わ

れた食の価値観と健康観を考察する。

■． 研 究 方 法

五、 調 査 方 法

１） 文献調査

研究支橡 の選定にあたり， 食生活の変化に関

連すると思われる大東町の特徴と して以下の事

項について文献調査を行った。

①大東町に至る合僻の綴牽

②居住の基本である水

③交通機関

２） 面接調査

調査方法は， 以下の頗序で， 半構成的面接法

に よ っ て 行 っ た。

①文献調査の結果を踏まえて 糠 者を選定し

た
。

②調査枠組みに沿って， イ ンタ ビューガイ ド

を 作 成 し た。

③１ 名の菜橡 者に対し， ２ 名 の調査者が， 半

構成的面接を実施した。

２、 対 象

亥橡 者の条件と して， 年齢は，７５歳以上とし

た。 第一報で， 伝統食を知っている人の害恰 が

７０歳以上の人に多いという結果を得ていた。し

か し， 現 在 ７０ 歳 の 人 は， 敗 戦 時 に １２ 歳 と い う

年齢である。 そ二で， 戦争前後の記慮が明瞭で

あると思われる年齢として， 敗戦時に現在の高

校卒業時と同程度の１７歳以上である７５歳以上

と し た白

そして， 調査方法カ酒 接法であることから，

大東町の昔からの食文化について語れる人， １

時 閥 ほ ど会 話 可 能 で あ る 人 と し た
。

ま た
， 境 在

の食生活までの変化を調査冒的と しているため，

在宅で生活をしており， 健康な人とした。

ま た
，

地 域 に つ い て は
，

文 献 調 査 を 基 に
，

小

笠山山頂から高天神城跡に向かう東南稜とその

任陵地帯を ｝ 側」 とし， 小笠山を水源にする

下小笠州・亀惣州流域に展開する水閏平野部を

呼 野部！ と し， 菊川に合流する佐東川， 牛沸

流域 碑 瀞 と菊川の河口部に連なる遠州灘に面

した海浜部の砂丘地帯を 帳 側」 として， その

三地域から大東町老連理事会および大東町老人

クラブ各地匿の役員の鶴カを得て各地域より ２

名
，

合 計 ６ 名 を 選 出 し 対 象 と し た
。

３． 調 査 期 間

２００３ （平 成 １５） 年 ７ 月 ２２ 員 か ら ８ 月 １ 目 の

期間で， 調査支橡 者の都合に合わせて胃を決定

し実施した。 調査亥橡 者１人に対し， 面接時間

は， １ 時 間 以 上 ２ 時 闘 以 内 と し た。

追． 倫 理 的 配 慮

書面および口頭で， 面接によって得られた内

容はテープレコーダーに記録すること， その管

理には十分注意しプライバシーの保護に配慮、す

ること， 調査結果は研究員的以外には健用 し征

いこと， 都合の悪い事柄についてはいつでも調

査への協力を申止できることを説明 した。

５． 調 査 枠 組 み

１） 食生活基盤

職業

２） 食の素材の確保状況

①購入方法 （交通・流通網を含む）

②保存方法 （塩漬け、 乾燥、 冷蔵）

３） 食事

①員常的な食事

食事の回数、 食事場所

食事の内容

主 食 ： 脱 穀 状 況 ・ 炊 き 方 ・ 混 珪 物

男 女差：品目数の差など

よく食べてい危物

家族的な好物

②特徴的料理

季 鮒生：季節素材 （旬の素材） の利用

行事食１行事を中心と した行事食

③調理方法

４） 伝承される味覚



漬物

発酵など微生物禾蝿 がも危らす味

白家製調味料

５） 食の価値観

食事で大切にし危いこと

伝えたいこと

６） 健康観

自分の健康状態に斌する考え

自分の役害■」に関する考完

生活の知恵

６． 分 析 方 法

繭接内容をテープに録音し， 録音内容を逐語

録に起こした。 逐語録から調査項胃別に内容を

抽 出 し， カ テ ゴ リ ー 化 し た。

皿． 結 果

１． 食生活の変化に関連する大 東町の特徴

１） 大東町に至る合僻の綴牽

現 在 の 大 東 町 は
，

江 戸 時 代 に お い て は
，

２８ ヶ

村 に 分 か れ て い た が
，

１８８９ （明 治 ２２） 年 の 市

制 町 村 制 施 行 に よ り
，

土 方 村
，

佐 束 村
，

岩 滑 村
，

中 村
，

大 坂 材
，

三 浜 村
，

三 俣 村
，

千 浜 村 に 改 正

設 置 さ れ た
。

そ の 後
，

１９４３ （昭 和 １８） 年 に 三

浜村と三俣村が合併 し睦浜材と征り，１９５６（昭

和３１）年に睦浜村と大坂村が合僻 し大坂村とな

り， １９５７ （昭和 ３２） 年に大坂村と 千浜村が合

併 し 大 浜 村 と な る。
ま た， １９４５ （昭 和 ２０） 年

に佐束村と岩滑材が合併し佐東村となり，１９５６

（昭和３１）年に佐束村と土方村が合併し城東村

となり， １９５８ （昭和 ３３） 年に城東村と串村が

合 併 し城 東 村 と な る
。

そ し て
，

１９７３ （昭 和 ４８）

年， 大浜町と城東村が合併し， 大東町淋誕生す

る呂
。

上 述 の 通 り
，

合 併 の 轡 牽は
，

浜 側 と 山 側

に分かれて行われていった。

２） 居住の基本である水

大東町は， 小笠丘陵の東南に展開 し， 小笠山

山頂から高天神城跡に向かう東南稜とその丘陵

地帯， 小笠山を水源にする下小笠州・亀惣川流

域に展踊する水閏平野部， 菊川 に合流する佐東

州， 牛沸流域平壁瀞 と菊川の河ｑ部に連なる遠

州 灘に面 した海浜部の砂丘地帯から成り立って

い る ｇ
。

小笠山山頂から高天神城跡に向かう東南稜と

その丘陵地帯は、 古大井川が堆積 した砂礫積淋

隆起 した小笠山は， 東北側が高く， 南酉側が低

い丘陵地形になっているため， 水脈は東北から

南西に流れていく。 しかも， 小笠川の砂礫層の

下部には砂泥岩層淋厚く 成じており， その申で

も土方泥層は， きわめて水の浸透性が悪く， 井

戸水に大変不白由 したところである。 土方泥層

は青岩と呼ばれ， 青岩にあたる民家は飲料水を

ほ と ん ど 雨 水 天 水 に 頼 っ た］ｏ
。

（入 山 瀬
，

土 方
，

落合）

亀惣川 沿いでは， 水が出ても渋い水が多かっ

た
。 申 医 は 特 に 赤 茶 色 の 水 が 出 る た め

，
樽 に シ

ョロと炭と砂や砂利を敷いて漉 して使う家か多

か つ た 〕
。

菊州に合流する佐東州， 牛淵流域平聖瀞 と菊

州の河囚部に連なる遠州灘に面 した海浜部の砂

丘地帯は，２ から３メートルも掘れば水が出た。

し か し， 砂 地 の た め士 掘 る と き に 崩 れ な い よ う

にキガ （木製の井筒） で内壁を支えつつ掘り下

げ な け れ ば な ら な か っ た玉２
。

満勝寺山沿い （中区）， 高天神城跡の南， 畑ケ

谷
，

上 土 方
，

今 滝， 嶺 向 （山 側 東）。 安 国 山 貞 永

寺の南側， 南ガ谷 （大坂地区） な どは， 小笠山

礫層が帯水層になっているため， その下部にあ

たる土方泥層との境界面が水みちになり， そこ

か ら 湧 き だ す 氷 が あ っ た１３が
，

三 地 域 の 井 戸 水

には上述のよう松特徴があった。

この他 に， 平璽榔 では， 河州の氾濫が多かっ

た こ と も 特 徴 で あ る１４
．

１９７３ （昭和 蝿） 年に佐束川河川 改良， １９７丞

（昭和４９） 年に千浜東浄水場の完成， 大 漁争水

場第二期拡張工事起工式， 花面橋 （中寺新禺）

の完成， １９７５ （昭和 ５０） 年に竜今寺州改修完

成， 高松州 工事竣工 （大東町南部）， 城東上水道

と大浜上水道の一本化， 申地区と千浜地区の圭

水道接続， １９７７ （昭和 ５２） 年 に大東町北浄氷

場 （城東支所北側） の起工式， １９８５ （昭爾６０）

年に大井川広域水道・東部配水池建設に着手，

下小笠川， 菊州， 牛淵州の合流部にある鹿島橋

の 完 威
、 １９８７ （昭 和 ６２） 年 に 大 丼 州 広 域 水 遣 ・

酉 部 配 水’池 建 設 に 着 手
，

１９８９ （平 成 元 年） に 北



部・酉部・入 舳瀬配氷池淋落成と大東町になっ

てから行われた河州改良， 上水道工事が多い］５
莇

水は居佳の基本条件であり， 集落発展の条件で

も あ っ たＩ６こ と を 考 え る と
，

大 東 町 誕 生 以 前 に

は， 井戸水や州の氾濫によって生活が左宥され

て い た と 予 測 で き る。

３） 交通機関

１９１４（大正３） 年に新袋井と新横須賀閲で闘

通 した串遠鉄道が， １９２５ （大正 １各） 年に新横

須賀と南大坂聞に闘通し，１９２７（昭稿２年） に

南大坂と新三俣閥で開通した。 この申遠鉄道の

新袋井駅は， 国鉄袋井駅構内への乗り 入れが可

能であった。 また， 藤枝方面から延びてきた藤

相鉄道駿遠線が， １９４８ （昭穐 ２３） 年に地頭方

と 新 三 俣 間 で 開 通 し
， 中 遠 鉄 道 と っ なカミっ た

。

こ の 鉄 道 は， １９６逐 （昭 和 ３９） 年 に 堀 野 新 困 と

廼千浜間が廃業し， １９６７ （昭稿 ４２） 年に新三

俣と新袋井 賊 漉 業 し， １９７０ （昭和 ４５） 年に

全面廃業となった。 国鉄藤横駅と袋井駅に流通

する交通機関淋， 海浜部のみに存在 していた二

と は
，

他 の 地 域 と は 異 な る 特 徴 で あ る
。

２． 選定された対象者の背景

選定された麦橡 は， 年齢７５歳から９０歳 （平

均 ８１．５
歳） の 女 性 ６ 名 で あ る。 そ し て， ６ 名

申
，３ 名 が

，
大 東 町 内 の 艶 身 者 で あ っ た

。
ま た

，

その他の３名も小笠郡内の出身である。

３、 食 生 活 の 変 化 の 要 因

各地域別に＜食生活の変化を示すキーセンテ

ン ス 〉 を 列 挙 し 分 析 す る と
，

主 に
，

戦 前
，

戦 申
，

敗戦直後 の食生活と現在の食生活の違いが際立

ったため， その変化に焦点をあてて特徴を取り

出 し た。 そ の 結 果
，

＜ 戦 時 申 の 食 糧 難 〉 ＜ 戦 争

で働き手かいなくなる〉＜杜会糊度の変化＞＜

生産方法の発達〉＜人々の好みの変化〉＜賃金

収入を得るための仕事場の増加＞＜環境の汚染

＞＜商店の増加， 変化＞＜情報を得る機会の増

大＞＜組合活動の変他＞＜バスの運行〉＜電化

製晶の発達〉＜ 家族構成の変化＞＜自分や他の

働き手の身体の衰乏＞＜地域での行事の変化〉

カ峻 生活の変化の要因と して猫出された。

４． 三地域にお ける農 産物の特徴

各地域の農産物を＜蛋自源＞＜野菜・果物＞

＜ 米・麦 ＞ ＜ そ の 他 ＞ 別 に 分 類 し た
。

そ の 結 果
，

特 徴 と し て，
〈 主 食

， 蛋 臼 源
， 野 菜 共 に 自 給 自

賊 源 則の生活 であった〉＜蛋白源として三地

域で共通 しているのは， 大豆とそのカ旺 晶の利

用であった＞＜その家の自給状況で食べられる

ものが異なっているという生活だった＞＜動物

性の蛋白質は鶏肉からとられているが， 廃鶏の

時のみと限られており， 貴重であった〉＜現金

収入を竃的に作っているものは， 白宅では員常

的に自由に食べること はできなかった＞＜三地

域 と も
，

野 菜
，

果 物 の 種 類 は 豊 富 で あ っ た 〉 こ

と が 挙 げ ら れ た。

６． 冒 常自勺食 事

目常的食事は， 各 地 鯛ｊに， ＜ 主食＞＜副食

＞ ＜ 漬 物 ＞ ＜ お や つ 〉 ＜ 食 事 時 闇 ・ 回 数 ＞ 別 に

分 類 し た
。

結 果 は
，

表 １ の 通 り で あ る。

６．
食 材 の 保 存

食材の保存は， ＜保存方法＞と＜時期＞に分

け て ま と め た。 そ の 結 果， ＜ 塩 を 利 用 す る 〉 ＜

発酵させる〉＜煮る・焼く ・蒸すなど火を通ず

〉＜干 して貯蔵する〉＜風通しの良いところに

干す＞＜米 は玄米のまま保存する＞が三地域共

通の保存方法であった。 これらにカ脱 て山側と

平里瀞 では， 更に＜井戸を冷蔵に利用する＞と

い う 保 存 方 法 が 茜 っ た
。

時 期 に つ い て は
，

三 地

域共通で＜ 旬の季節に収穫されたとき〉＜員常

的に手に入りにくい物は手に入るとき〉にカ旺

す る と い う 二 と で あ っ た
。

７
．

特 徴 的 料 理

特徴的料理は， 表２に示すように＜主食＞と

＜ 副 食 ＞ に 分 け て 抽 出 した
。 そ の 結 果，

主 食 と

し て は， ＜ 麦 の は い っ て い な い ご 飯 ＞ ＜ と り 飯

〉＜ 五胃御飯＞＜さく ら飯＞＜赤飯＞＜お寿司

＞
，

副 食 と し て は
，

＜ 煮 あ げ ・ お ひ ら ＞ ＜ 雑 煮

＞〈サバの煮つけ＞＜なます〉＜てんぷら＞＜

むつ菓子＞＜廿酒〉秘 締敦的料理として摘出さ

抗 た
。

８． 食 の 緬 値 観

食の価値観においては， ＜野菜に関するもの

＞〈交流に関するもの＞＜嗜好に関するもの＞

に 分 類 し た。

＜野菜＞については， ほ れい」 あるいは 隊



表１ 日常 的食 事（１９４０隼～ 柳 ０年頃）

海岸鞄域（浜 側） 平 坦地 域（平 野部） 山沿地 域（洲 則 １ヨ常 的窒事 の犠徴

米
・米と 麦５割 ず つ １麦 の たくさ ん 入った 」 飯 ・え ます（揮し麦 を 水 に ・金 地 域 で 麦 が３～５割 入 る筍 海 犀・

の
・Ｖ３〈らい の 割 漬 け て おく） が３割 ～５ 平 坦 地 域 で は 自 米 で 食し、 山；合地

割
・米 は 自 米 で 割 入 る 域 で は 部 づき で 食 すところもあっ

童 合
・ 制 ま７分 づきで た竈

食
・炊 き 方 は、 覇 一 劇 二大 劃 こ炊 い

炊
・３升、５升を 一 度 に 炊く １、升、１升２合 を１度 に て おき、絶 の 物 を 混 ぜ て 量 を増 や

き
’イ モ

、
イ モ の ツ ル

、
カ ボ 炊 く す ことも し て い た

官

方
チ ャを 混 ぜ て 粥 で

・煮 し め１魚
、

野 采 、
昆 ・煮 あ げ（魚

、
野 采、

毘 ・ 野 采 の 煮 物 ・食 材１ 野 采 が 圭 で
、

蛋 自 質 源 は 味

主
布）。 野 菜 は、 大 根、 翌 布、ひ 晦 うず／む 野 薬 ・お 納 豆 慈（豆）か 魚 か ら摂 籔して いたむ 魚

な
芋

、
人 参

、
牛 萎 な ど

む 魚 ま、 璽 芋、 人 参
、 牛 葵、

ま 生 で は なく
、

ダ シ 粉 や 煮 物 と し て

菖鶉
ま、イワ シ の つ み れ、うど ジヤガイモ） 食 してい た。 池 が 返くにあっ た 所 で

食
ん 粉 で 圃 子 にして曲 ・お 納 豆（ 鯛 に 作り、 冬 ま、池 の 魚 を 使うところもあっ た筥

申） ・調 理 法：① 禽 家 製 の 榎 菜 類 を 室 と

した 煮 物（ゴ煮 あ げ三「煮しめ」）。 家

・タ シ は
、

サ ハ・カ ツ オ 粉 ・ダ シ は
、

池 で 取 れ た 小 ・ダ シ は
、

甘 ハ・イ ワ シ

副

こぷり
、

毘 痴・魚 の つ み 杓・ 夏 腐 の

や 削 り節 で 魚 粉曲家 にぷって は 味 噌

奮
観 ずた 物 赫 加 わるむ ② 野 菜 類 を発

・味 噌 は 畦 で 作 った 大 豆 ・臭 は、 大 根（冬 は 干した 汁 は つくらな い 所 もあっ 酵さ量 た 溝 物（訂お 納 豆」）。 臭 は、

で 自 蒙 製 も の）
、

葱
、

イ ン ゲ ン
、

たむ
昧

自 作の 野菜類に生 萎などが加 わ

ジャガイも、 ワカメな ど ・臭 は、 家 に ある 野 菜 る。 纂 の 数 に は 家 により差 が あっ
蟻 ・朝 作り、 慰 ま他 に な け を “ 種竈 家 に よって は

汁

た竈

れ ぼ そ れ でお 粥 に する。 蛛 蟻 だ け。 ・昧 繕 汁１全 て の 地 域 で 自 家 製 の
・昧 噌 は 魯 家 製 ・味 濃 は 警 家 製 味 膳 を 使 い、 自 作 の 野 菜を 臭 に

使 った。 臭 の 数 に は 蒙 に ぷり 差 が

あ っ た。

・大 榎 の 脚 慈濱 げ、タクア １犬 振・自 采 の 糠 漬 け、 ・たくわ ん（冬 に 一 隼 分 ・全 地 域 で 禽 維 で、 主 に 大 榎 漬 け、

ン、 赤 溝 け（シソ の 薬 の 梅 塩 漬 け を 一 斗 樽３つくらい つ らっきょう濱 け、 梅 千 しを 食 してい

酢 で 塩１賛 け） ・らっきょう（焼 酎 瓶 で 酢 チた。 皐く食 べる 物 は た凸 その 他、 まくわうり、自 菜 が あっ
・ラッキ蔓ウ の 塩 澄 げ と 塩 湊 けし、ころ が して 塩を 少 なく、 夏を 越 す た。

１まくわ（風）の 即 蹴 賛 け 漬け る） 物 は 塩 を 多く∋ ・タク ワン は 犬 量 に 侮り 蟻 気 を効 か

・ 梅 矛 し ・ら っ き ょう（瓶 で） せ て 長 蒔 ち さ 貴 て い た
自

家 に より
、

漬 物 ・マク つ ウリ ・梅 干 し 瞭 噌 づ け、 赤 漬 吟な ど竈
・蟹 持 ちさ柱 るた め、 壌 伯 菜 ・らっきぷう１ま、専 用 の 焼 酎 瓶 を 用

を効 か せた竈 ・濱 け物 が お 茶套青け や いて ころ がして おく独 特 の やり方 で
・漬 け 物 ば かり 食 べ て い お か ず の 一 晶 だった。 漬 け て いた。

た自 漬 け 物 が ない とご飯 娼 喰 の１晶 や お 茶 講 け として食 し

がとお らないむ て い た の で、 嬢 取 量 として は 多 かっ

た。

・さつま い もの 怒 し切り 干 ・さつ まい もの 切 り干 し ・海 序、平 坦 地 域 で、さつ まい 毛の

お や つ
し 切り 干しをま＜食 べ て い 従。
・イモノコ の 粉 を 蒸 かした

毛の

・４国（靭 ま味 贈 浄と漬 時 ・彼 斥（３月）か ｂ 彼 浮（９ ・５月 刈 鵬 、茶 嫡 み ・労 働 量 に 合 わ 量 て、３食 以 外 に 時

物、 柵 時 に 家 に い る 隼 寄 月）までみ回。 冬 は３ 臥 時 は４回（ 軟 約 時、２ 期 に まり４ 回 ～６国と 回 数 を増 やし

リが 作 った お か ず が加 わ ・卑 副 ま、 軟 １０時、２ 時、 夜）、 茶 摘 み 時 の てい た筥４回 のことが 多く、そ の 場

食 事 る、３時 に 残り 物、 夕） 時、夜） ０時と２時 は、 弁 当を 合 は、 昼 食 の 時 間 帯 は 概 、箏

時 閥 ・体 を使 って 働く人 は６回 持つ て いく竈 ・食 事 内 審 は、 朝 は 味 嬉 浄と 漬 け

（軟 聞、 昼、間、 夕、 ＝ 御 ま３團。 物 だ け であ っだり、 残り物 の お か ず

回 数 夜）竈 他 の 人 は３国。 を 食 べ たり、 茶 鰯 で 弁 当 を 食 べ て

憂 翻 ま嘗 宅 に 戻らな かったり、 佳

事の 流れ に会 わせた養事 影態を

と っ て い た
。



表２ 特徴的料理

料 理名／食 叙 名 内 容

麦 の 入ってい ない ご飯 媚 ３臼ひ な 祭りに 嫁 の 身でも在 嗣こ一 泊でき食 べる事 ができた

とり飯 大 勢の 会 奮 時 に出さ枇た

（鶏 肉、 人 参、こ ん にゃく）

五 目 御 飯 家族 の 解ん だ奮 事で、お 庄 月 など 行事 のときの 食 事竈
（昆 布，お 揚 げ

，人 参，さつ 訊 、も）

圭
さくｂ飯 庚 牽 講（班の 掴干に 集蓉る）の＊薯理 の ひとつ。家 族 の 解 んだ 食 事。

食 赤 飯 行 事 のとき、神 様 にあ げるとき、祭り食、 節 句 のと窪に 炊 いて 嚢 べ

る
。

地 の 神 様 の９月１５貝 に 新しい わらの 茶 碗 を作って 赤 飯を 供える。
劣月３１ヨ女 子 の 節 旬 料 理 の ひとつ。家 族 の 好 ん だ食 事。

お 寿 司 人 が 集 家 る とき、 女 亭 の 節 句、 に 作 る。

（ 楓 、なりさん、 海 苔 巻き） 大きな 童 箱 にいくつも作っていくの で 女 衆 は 大 変だった。
現 在 は 一 人 分を 持っていくだ け、蓑ってくるようになり作 れ なくなっ

た、 翼 っ た ほう が き 匁 い で お い じく見 え る。

昆 腐、お 揚 げ、油 揚 げ 正月 や お 盆、来 客 時に 食 べるもの だった

煮 あ げ・お ひ ら ・庚 申 講（班 の１軒 に 集 ま る）や、 祭 り 食 の 糟 理 の ひと つ で、 家 に 持 ち

希り家 族 に切り分 けて 食 べる鉋 仏 事でも、お 祝 い 事でも作る。うぶ す

な栂 社 祭りに来 だ 人に は、つりゴにご 飯とともに詰 めて 醍る。
・臭 材 は、《油 揚 げ、 に ん じん、 ご ぼう、コブ、じ い た け》や《に ん じ ん、

ご ぼ う、 昆 布、 魚、 秋 な ら 松 賛》な ど、 そ の とき に 取 れ る も の を５種

類・７ 種 類・９種 類 に す る。
・具 材 の 切 り 方 は、１０～ 慨 ｍくら い 大 きく切 る。 魚 は 尾 頭 付 き竈

・煮 る 方 法 は、 大 き な 鍋 で ひ と つ づ つ 樹 料 を 煮 る。
１盛り付 け 方 は、煮 物を 一 人 一 人 お 皿 からは み 出 すぷうに盛り借

け、 新 聞 紙 に 包 み 持 ち 帰 る百

（普 段 の 食 卓 の 煮 物 は、大きく切らず
、

一 緒 に煮 る煮 で 異なる竈｝

副 雑 煮 亜 月 二 が 日 の 斜 理。 榑 様 に も 毎 朝 神ほｌｊに 選、ｂ、。
食 具 棚 ま、水 薬，自 菜 大 根 に 鰹 節をが いて 掛 けて 麓 べ るな ど回

だ しは 入 れ ず、しょう ゆ 味。 昔 は３ 膳 は 食 べ た が，今 は１ 膳。

サ バ 煮 つ け 渥 別 こ食 べる。（生で は 食 べな い）

な 蒙 す カ メに つくりお き して お き、 亙 別 こ食 べ る。

て ん一５帖 さつま い毛を鱒 め に 切ったもの や大 艮を 揚 げ た。

む つ菓 手 餓 米の 粉と砂 糖 で作 ｂれた お 菓 手で、 おひｂの 代 用 にした。お 菓 手

屋さん で、おひ らと同じ形 の お 藁 弄を 作った。以 前 は 子 供 の お 祝 い

（七 五 三 の お 返しなど）に は、 必 ずム ッ菓 手 が つ いた。 今 は 甘 い物

はなくなってきて 使 わなくなった箒

甘 酒 祭り 食 の ひ と つ．

で 作 っ た 物 は 汚 い」，
唆 い」，

嘩 いｊ，
「作 ら な

くても何でもある」 などの理由で， 店で買う方

が よ い と さ ね て い る 傾 向 に あ る。
特 に

ヨ
若 い 人

に そ の 傾 向 が あ る こ と を 指 摘 し て い る。 し か し，

調査対象者は， 自作の野菜を食べていることを

よ い と じ て い る。
よ い と す る 理 南 と して 具 体 的

に あ が っ た も の は，
自 作 の 野 菜 は 無 農 薬 で あ り

ヨ

着芭料、 人工廿蛛料な どを使用 していないこと

が あ つ た
。

＜ 交 流 ＞ に つ い て は
，

昔 は
，

食 事 に 関 係 す る

交 流 が 多 か っ た
。

特 に
，

親 戚 間 の 交 流 が 多 い
。

地区ごとの地産物の交換もあったが． 特に， 特

徴的なのは， 祭りの時には、 地区の異なる親戚

を 招 き
，

ま 危 紹 か れ と い っ た 交 流 で あ る
。

以 前

は
，

祭 り の 賞 が 地 区 ご と に 異 な っ て い た た め に

行 え た 交 流 で あ る。
し か し

ヨ
現 在 は

，
祭 り の 因

が 同 じ に な っ て し ま っ た た め
，

な く な っ て しま

っ た
。

ま た
，

こ の よ う な 人 が 集 ま る 時 の 料 理 を



作る役割は女陸であり， 大変であっだとも述べ

て い る
。

そ して
，

耐 な 祭 り に は
，

嫁 の 身 で も 在

所に一泊でき， 白い ご飯を食べられるこ二とが楽

しみであったｊ という言葉も闘か抗た。

上述のように失われてしまった交流に対し，

食生活が変化ずることで出現 した交流が現在も

一 部 で は あ る が 存 在 す る
。

そ ね は
，

味 噌 造 り の

自助グノト ブによる交流である。 音は， 味噌や

醤 油 は
，

畦 で 大 豆 を 作 っ て い た こ と も あ り
，

ど

この家でも自家製であった。 その後， こう じ屋

が なく 征 り，
賃 金 収 入 の 増 加 に よ っ て

，
買 え ば

入手可能になったことで， 味噌や醤漉を作らな

く なった家も多い。 その様な申で， 時期 は不明

であるが， 組合な どの 繍哉で味噌造りを援助 し

てくれるようになると， 近所の仲闘や兄弟同土

のグループといった自助 グルーブを作って， 味

噌のみ は， 噌 家 鞠 の物 をっくり使用 している

家が現在も存在する。

そ し て
，

境 在 の 食 事 に 関 す る 交 流 と し て，
重

要であると感 ｃているものに， 子 ども （註：子

ど も と は
，

孫 ・ 曾 孫 世 代 の こ と を い う） と の 交

流淡ある。調査対象者が子どもの頃は，
ｒさつま

いもの蒸し切りの皮むき」， 峡 噌造りの手ｆ云い」，

唆 を ひ し ゃ ぐ （註 … 粉 に す る
，

あ る い は
，

つ

ぶすの意昧）」という子 どもの役割を通して大人

と の 交 流 淋 あ っ た
。 し か し

， 現 在
，

そ の よ う な

役割はなく征った淋， 子 どもが食卓に加わるこ

と に よ り，
「み ん な そ ろ っ て い だ だ き ま す」 と 言

っ て 食 事 を す る よ う に 荏 っ た。 そ れ に よ り，
食

事 秘
，

単 に 食 べ る と い う 食 事 で は な く な っ た
。

食事への感謝が生まれ，交流ある食事となった。

く 嗜 好 ＞ に つ い て は
，

昔 は 「ば っ か り 食」 だ

っ た こ と も 影 響 し て い る の か
，

や は り
，

Ｆお い し

い」も の を 食 べ 危 い と い う 思 い が あ る。 そ れ は
，

料理の作り手が， 嫁や孫の嫁といっ た自分以殊

の者であっても， 自分カミ作り手であっても共通

に 見 ら れ る
。

ま 危
，

目 常 の 食 事 を 作 る 際 に は
，

単におい しいだけでなく， 簡単にできる料理へ

の工夫もみられる。 その反面， 法事などの行事

の 際 の 料 理 は
，

手 間 の か か る 料 理 で も
，

「お い し

い ∬ 作り方を教えて」 と言われると教走， その

ような料理は自らも積極的に作っている。

このように， おいしい物を食べたいという思

いがあるが， 子 どもの好き嫌いについても指摘

し て い る。 音 は， 料 理 を 個 別 に 盛 り 付 け る こ と

から， 嫌いなものでも食べなけれ ばならなかっ

危。 し か し
， 窺 在 で は， 子 ど も が 根 菜 類 な ど を

食べないことを間題としている。 そのような傾

向 に 対 し，
「曾 孫 が 煮 干， 人 参， ほ う 抗 ん 草 な ど

何でも野菜を食べる。 幼稚園の先生が老人のい

るうちの子どもは何でも給食を食べるのでいい

と言ってくれた」 という言葉に代表されるよう

に
，

老 人 が い る こ と で
，

家 族 の 嗜 好 に よ い 影 響

を 及 ぼ し て い る こ と も 感 じ て い る
。

また， 調査実橡 者の祖母には， 昼食の準備や

お弁当のおかず作りといった役害１ｊがあった。 し

かし， 現在， 料理に関 しては嫁や孫の嫁に佳せ

ている老年者が多く， 老年者の食事への役割が

減 っ て い る
。

そ の よ う な 現 状 で も
，

縣 の 嫁 が
，

自作の野菜を積極的 に調理してくれる一 と言っ

た言葉から， 自作の野菜を提供する役割を担っ

て い る。

そ の 他 に，
戦 前

，
戦 中

，
敗 戦 直 後 は

，
魚 を 食

べる機会も少なく， 食べられたとしても， 用水

池 に い た フ ナ な ど の 小 魚 で あ っ た
。そ の 小 魚 は

，

噴 重なタンパク源であった」 と言っており，

晴 まで食べられるので体に一番良い」 と言っ

ている。 そして， 料理に使用される自作の野菜

が １０ 種類にも及ぶこと， 毎目同じ料理に しな

い 工 夫
，
ｒ毎 目，

畑 の タ マ ネ ギ を 刻 ん で
，

シ ラ ス，

スダチ， ミカンを生のままかき混ぜて ご飯にの

ぜて食べている」 と述べていること柾 どから，

おいしい， 好き嫌いというだけでなく， 栄養の

バランスも重要視 している。

９、 健 康 観

健康観について述べた表現をカテゴリー化 し

た結果， 第一に調査 糠 者たちの＜身体の 蹴

＞
，

第 二 に ＜ 健 康 に と っ て 大 切 な こ と ＞ と し て

《体を動かずこと》《人との交流を楽しむこと》，

第三に＜健康に関する知識への関心〉， 第四に

く戦争体験に影響された生命観＞が抽出された。

第一に調査亥橡 者たちの＜身体の現状〉は，

碇が痛い∬高血圧で亀副 のどちらかの症状

が 一 人 を 除 い て あ っ た
。

し か し
，

そ れ ら の 症 状



があっても，
「力仕事はやらないｊ 噌 分ででき

るように 野良仕事も してい か 棚すれ ぱい けな

い ∬農作業は制限しているｊ征 どと自己コント

ロールできる範囲で活動をしている。ま危， 臓

に来た頃の苦労と信仰により， 腹を立てると胃

と 胴蔵に悪い （いかんぞ一） と考完」 そのよう

な考えにそって生きてきたと述べ危人もいる。

そして、 このような生活を送る中で， 自分は健

康であると述べている人と 砕 んなに会うと元

気だねといってくれる」 が自分ではそのように

は考完ていない人，「くたびれちゃって 刺 と述

べ た 人 が い る。

第二のく健康にとって大切なこと〉としての

《体を動かすこと》 は， すべての調査亥橡 者が

大切 であると述べ危。

そ の 内 容 は
，

ゲ ー ト ボ ーノレや グ ラ ン ド ゴノレフ

征どもあるが， 楽 しく 生きがいとして体を動か

し て い る も の は， 農 作 業 で あ っ た。 そ の 農 作 業

も自分の意思で作る作物を考えて行っている人

と自分の役害封として行っている人に分かれる。

また， 農作業を中心とし危《体を動かすこと》

が大切である理由も， 隊 の申にいるより、青い

ものの 中にうずまって 仕事を してい る方淋い

い」 や 序 どもの頃から外で動く生活を してき

たので， 部屋の申に じっとしていられない」 と

いうような家の中より外にいることに重点を置

いたもの淋ある。その一方で， 嚇 呆の防止∬ 自

カ歩行の維 擶 というような身体の自立に重点

を置いたものがある。 それは， 隊 族に大切にさ

れているだめ， 長患いをぜずにさようなら （死

亡） すれば結構だと考乏ている」 に代表される

ように， 家族に迷惑をかけたくないという思い

が あ る。 そ の た め王 体 を 動 か す こ と が 大 切 で あ

るとしな那らも， 米作など体力が必要征農作業

は行わずに甚の苗敢りに自分の役割を見出して

いたり， 買い物も自転車で行くことができても

家族が心配するので欲しいものカ満 る時のみに

しているなど， 自労が行動できる範囲を見極め

て い る
。

次に，《人との交流を楽しむこと》も健康に関

係 して い る と 言 う。

昔は， 畑 への道中で， 立ち話をするという交

流 が あ っ た が
，

現 在 は
，

車 で の 移 動 に な っ た こ

とにより， 老人会の集まり淋楽しみになったと

い う よ う に
，

生 活 様 式 の 変 化 に よ っ て，
変 わ っ

た 交 流 も あ る。
し か し

，
カ ラ オ ケ の よ う に 現 荏

，

好まれている交流ではなく， 昔からある 静今を

披露することで喜ばれることによる交流の楽し

み も あ る。

そ の 他 に， 自 分 の 作 っ た 料 理 を 「お い し い一

「作り 方を教完てｊ といわれることで， 法事に

おける 交流が楽 しみとなったり， 孫の嫁淋作る

料理に自分の作った野菜が禾幌 されることによ

る交流も楽しみとなっている。

そして， 孫の嫁や曾孫カ灯 ばあちゃん」 と言

ってくれることがうれ しい， ３ 世代で暮らすこ

とが健康にとって大切だと述べていることから，

他世代との交流も楽し二みとして大切にしている。

第三の＜健康に関する知識への関心＞におけ

る健康に関する知識とは， 食品添加物， ゴミ間

題， 伝 染 病， 衛 生
，

塩 分
，

貧 血 な ど に つ い て で

あ る。 情 報 源 と し て は
，

生 活 学 校
，

保 健 婦
，

講

習 会
，

テ レ ビカ 注 で あ る が
，

特 に
，

情 報 源 が 特

定できない人もい危。

最 後 に
，

第 四 と し て
，

〈 戦 争 榊 験 〉 が
，

調 査

糠 者にとっては， 生活様式を変化さぜ ざるを

え な い も の で あ っ た
。

そ し て， 戦 争 に よ っ て，

多 く の 人
，

特 に 若 い 人 が 亡 く な っ た 経 験 か ら
，

生命に対する考完方に大きく影響 している。

ｗ
．

考 察

三地域に分けて半構蔵的面接を実施したカミ，

食の棚値観および健康観については大きな地域

差は見られなかった。 む しろ， 住民が語る食の

変化と食の偲値観， 健康観から， 三地域に共通

した以不の特徴が昆出せた。

１． 食を通じた人との交流の変化

祭りの開催冒が地区ごとに異なっていた頃は，

親 戚 間 の 交 流 添 盛 ん で あ っ た
む

し か し
，

現 在
，

祭りの開催員は同じになり， 祭り を契機とする

親 戚 間 の 交 流 は な く 征 っ 危
。

ま た
，

生 産 方 法 の

発達， 商店の増加や変化などにより， 山側と浜

側間で物資を交換する交流もなく なった。

こ の よ う に
，

失 わ 祝 だ 交 流 に 対 し
，

新 た に 重



要視されるようになった交流として他世代， 特

に
，

子 ど も と の 交 流 が あ る。 以 前 は 子 ど も の 仕

事としての役割があり， その役割を通 しての交

流 淋 あ っ た
。

し か し
，

そ れ は， 大 人 の 手 伝 い，

子 どもの教育や しつけという意味はあっても，

自らの健康や食に関係する交流ではなかった。

と こ ろ が
，

現 在 で は， そ の 予 ど も と 一 緒 に 食 事

をし， 子 どもの食習鰻の申でも挨拶を尊重する

こ と が
，

食 生 活 に メ リ ハ リ を つ け て い る。
ま た，

子どもが， 声をかけてく れる嬉しい存在となっ

て い る。

上述の祭りを契機と した親戚間の交流は， 調

査素橡 者たちが主体と征って行った交流に対し，

子どもとの交流は， 子どもの求めに応じ危形で

の 交 流 と も 言 え る。 し か し，
祭 り 時 の 料 理 は

，

女 性 に と っ て は， 負 担 の 大 き い も の で，
常 に 楽

し い と は 限 ら な か っ た。 そ して， 現 在
，

自 分 が

健康でありたい理南として， 家族の申でも， 若

い人には迷惑をかけたくないという思いがある。

この二点を考慮すると。 自らが主体となる交流

ではなく， 子どもの求めに応じた交流カ峻 や健

康にとって重要な意味をもっようになったこと

が 理 解 で き る。

他方， 白らが主体となって行われている交流

も生活様式が変化することで，現在も存在するむ

味噌造りの自助 グルー プの交流である。 味噌や

醤漉が各家で造られていた頃には， 存在してい

なかったと思われる。 しかし， 味噌や醤油カ洛

家で造られなくなると， 組合などが援助 をし，

味噌のみであるが， 近所の仲聞や兄弟同圭でグ

ノ１戸 プを作り，
噌 家 製 の味噌を造るようにな

る。 このような， 組合などの援助 による 蜘曽造

り が
，

現 在 も， 自 助 グノレ÷ プ の 交 流 と し て 存 在

ず る
。

２． 自作の野菜の価値観の変化

自作の野菜は， 自給自昆の生活においては，

自明のものであった。 特別な意味は持たず， 生

き て い く た め の 食 材 で じ か な か っ た。現 在 で は，

家で作った野菜は汚い， 作らなくても何でもあ

るという理繭で， 商店に並ぶ野菜を購入する傾

向 に あ る。
商 店 に 並 ぶ 野 菜 は

，
安 く て

，
き れ い

であり， 自作の野菜より，
一般には好豪れる傾

向 に あ る。

しかし， 調査亥橡 者にとって， 農薬の間題な

どが露呈している現在， 自作の野菜は無農薬で

あり， 着色料や人工甘味料などを使用 していな

い 食 材 と し て 偲 値 か あ る も の と し て い る。ま た
，

家族が白作の野菜を使用して調理 してくれるこ

とが， 調査実橡 者にとって， 自作の野菜を提供

す る 役 割 に も な っ て い る
。 つ ま り

，
自 分 の 役 割

として自作の野菜の存在が， 重要征価値を持つ

よ う に な っ た。 更 に，
自 作 の 野 菜 は

，
種 類 も 豊

富であり， その野菜を使用 した料理を食するこ二

とで， 子どもの偏食をなくす方向 に作用 してい

る。 こ の こ と は， 多 種 の 自 作 の 野 菜 を 使 用 し た

料理を好む調査素橡 者の嗜好が， 子どもたちの

偏食によい影響を及ぼしているのである。

３． 農 作 業 の 意 味 の 変 化

農 作 業 は
，

家 業 で あ り， 労 働 で あ っ た
。 し か

し， 現在では， 賃金収入を得るための仕事場の

増加や自分や胞の働き手の身体の衰えな どが見

ら れ て い る
。

そ の よ う な 現 状 の 中， 農 作 業 は，

調査対象者たちにとって， 賃金を得るための労

働ではなく，体を動かす大切な作業と変化 した。

農作業を申心とした体を動かすことは， 健康に

と っ て 大 切 な こ と で あ り
，

楽 しみ で あ り
，

生 き

淋 い と な っ て い る。

そして， 健康にとって大切な農作業であるが

故に， 自分の身体状況を自己コントロールでき

る範囲で活動をしている。 調査対象者のほとん

どに，足の痛みか血圧が高いという症状がある。

しかし， それらの症状が悪化じない範囲で農作

業 を 楽 し み
，

生 き が い と し て い る の で あ る。

おわりに

７５ 歳以上の佳民を対象に大東町の食 生活の

変化とその食生活の変化の申に語られた食の価

値観および健康観を調査した。 戦争， 近代化な

どにより， 生活様式が変化 し， 食生活が変化し

て い る。 そ の 結 果
， 以 前 に は

，
個 値 の あ る も の

として意識されていなかったものカミ， 価値ある

ものと意識され， 食の個値観や縫康観に影響し

て い る こ と が 示 唆 さ れ た
。
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農非桝魚村 文 化 漉 会

，
１９８７

松 谷 義 範 ：飯 一 食 生 活 の 問 題 一
，

勤 草 書房
， １９８７

・小笠原広実他：大東町の食文化の変遷と住民の

生活の質の変化に関する研究 （第一報） 一伝統食

の伝承と住民の意識に焦点をあてて一． 大東町健

康 調 査 報 告 書 平 成 １３ 年 度
， ２００１

３見城道子他：大東町の食文化の変遷と往民の生

活の質の変化に関する研究 （第二報） 一壮牢期世

代の伝統食の伝承に関する認識一． 大東町健康調

査 報 告 書 平 成 １４ 年 度
， ２００２

４ 前 掲
， 第 一 報， ｐ．４１

５ 前 掲
， 第 二 報， ｐ．２６

６ 前 掲
，

第 一 報
， ｐ．３５

７ 前 掲
，

第 二 報， ｐ．２５

８ 増 田 実：大 東 町 の 人 々， 南 遠 郷 土 史 懇 話 会
，
１９７６

，

ｐｐ．
３３’３８

八木洋行他：大東町の地名，大東町教育委員会，
１９９７

， ｐｐ．
２３’２５

９ 前 掲， 大 東 町 の坦 銘
， ｐ．２１

１・ 伊 久 美 新 一 他：民 家 は 語 る
，

大 東 町 教 育 委 員 会
，

１９９６
， ｐ．

６８

Ｕ 前 掲
，

民 家 は 語 る， ｐ．７１

１２ 前 掲， 民 家 は 語 る
， ｐ．７４

１３ 前 掲
，

民 家 は 語 る
， ｐ．

７１

１４ 前 掲
，

民 家 は 語 る
， ｐ．５

０

１５ 大東町企画課：広報『だいとう』縮刷版 第一

巻， 静 岡 県 大 東 町， １９９８

大東町企画課：広報 『だいとう』縮刷版 第二

１Ｏ




